
省

令

平成™›年 月˜›日 金曜日 (号外第™—˜号)官 報
〇
財

務

省
、
文
部
科
学
省

経
済
産
業
省
、
環

境

省
令
第
二
号

原
子
力
規
制
委
員
会
設
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
四
十
七
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
特
別
会
計
に
関
す
る
法

律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
二
十
三
号
）
を
実
施
す
る
た
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
特
別
会
計
事
務
取
扱
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
九
月
十
四
日

財
務
大
臣

安
住

淳

文
部
科
学
大
臣

平
野

博
文

経
済
産
業
大
臣

枝
野

幸
男

環
境
大
臣

細
野

志

エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
特
別
会
計
事
務
取
扱
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
特
別
会
計
事
務
取
扱
規
則
（
平
成
十
九
年
財

務

省

文
部
科
学
省

経
済
産
業
省

環

境

省
令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

別
表
第
四
借
方
科
目
の
項
中
「
電
源
利
用
対
策
財
源
一
般
会
計
よ
り
受
入
」
の
次
に
「
原
子
力
安
全
規
制
対
策
財
源

一
般
会
計
よ
り
受
入
」
を
加
え
、
同
表
貸
方
科
目
の
項
中
「
電
源
立
地
対
策
原
子
力
安
全
規
制
対
策
費

電
源
利
用
対
策
原
子
力
安
全
規
制
対
策
費
」
を
「
原
子
力

安
全
規
制
対
策
費
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
原
子
力
規
制
委
員
会
設
置
法
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
四
年
九
月
十
九
日
）か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
省
令
の
施
行
前
に
行
っ
た
こ
の
省
令
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
特
別
会
計
事
務
取
扱

規
則
の
規
定
に
よ
る
事
務
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

〇
文
部
科
学
省
令
第
三
十
二
号

原
子
力
規
制
委
員
会
設
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
四
十
七
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
関
係
法
令
の
規
定
に

基
づ
き
、
及
び
関
係
法
令
を
実
施
す
る
た
め
、
原
子
力
規
制
委
員
会
設
置
法
の
施
行
に
伴
う
文
部
科
学
省
関
係
省
令
の

整
備
等
に
関
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
九
月
十
四
日

文
部
科
学
大
臣

平
野

博
文

原
子
力
規
制
委
員
会
設
置
法
の
施
行
に
伴
う
文
部
科
学
省
関
係
省
令
の
整
備
等
に
関
す
る
省
令

（
試
験
研
究
の
用
に
供
す
る
原
子
炉
等
の
設
置
、
運
転
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

試
験
研
究
の
用
に
供
す
る
原
子
炉
等
の
設
置
、
運
転
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
総
理
府
令
第
八
十

三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

本
則
（
第
三
条
の
八
、
第
三
条
の
十
二
及
び
第
三
条
の
十
三
を
除
く
。）中
「
文
部
科
学
大
臣
」
を
「
原
子
力
規
制

委
員
会
」
に
、「
文
部
科
学
省
令
」
を
「
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
」
に
改
め
る
。

第
一
条
中
「
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十

六
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
二
十
三
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
五
号
に
」
を
「
次
に
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の

各
号
を
加
え
る
。

一

試
験
研
究
の
用
に
供
す
る
原
子
炉
（
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行

令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
三
百
二
十
四
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。）第
一
条
第
一
号
又
は
第
二
号
に
該
当
す

る
も
の
及
び
船
舶
に
設
置
す
る
も
の
を
除
く
。）

二

船
舶
に
設
置
す
る
軽
水
減
速
加
圧
軽
水
冷
却
型
原
子
炉
（
減
速
材
及
び
冷
却
材
と
し
て
加
圧
軽
水
を
使
用
す

る
原
子
炉
で
あ
つ
て
蒸
気
発
生
器
が
構
造
上
原
子
炉
圧
力
容
器
の
外
部
に
あ
る
も
の
を
い
う
。）で
あ
つ
て
研
究

開
発
段
階
に
あ
る
も
の
（
発
電
の
用
に
供
す
る
も
の
を
除
く
。）

第
一
条
の
三
第
一
項
中
「
法
」
を
「
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三

十
二
年
法
律
第
百
六
十
六
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質

及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
三
百
二
十
四
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。）第

十
一
条
第
二
項
」
を
「
令
第
十
二
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
副
本
二
通
」
を
「
副
本
三
通
」
に
改
め

る
。第

二
条
第
三
項
中
「
副
本
二
通
」
を
「
副
本
三
通
」
に
改
め
る
。

第
三
条
第
四
項
を
削
り
、
同
条
第
五
項
中
「
及
び
副
本
各
」
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
す
る
。

第
三
条
の
二
第
三
項
を
削
り
、
同
条
第
四
項
中
「
及
び
副
本
各
」
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
す
る
。

第
三
条
の
三
第
三
項
を
削
り
、
同
条
第
四
項
中
「
第
二
項
」
を
「
前
項
」
に
、「
副
本
二
通
」
を
「
副
本
一
通
」
に

改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
す
る
。

第
三
条
の
六
中
「
行
な
い
」
を
「
行
い
」
に
改
め
る
。

第
三
条
の
八
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
を
削
り
、
同
条
第
五
項
中「
機
構
が
行
う
法
第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
の
」

を
「
法
第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
前
条
に
規
定
す
る
原
子
炉
施
設
の
溶
接
に
つ
い
て
」
に
改
め
、「
規

定
す
る
」
の
下
に
「
独
立
行
政
法
人
原
子
力
安
全
基
盤
機
構
（
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。）の
」
を
加
え
、
同
項
を
同

条
と
す
る
。

第
三
条
の
十
一
第
一
項
第
五
号
中
「
溶
接
施
行
方
法
」
を
「
溶
接
部
の
設
計
及
び
溶
接
施
行
法
（
以
下
「
溶
接
施

行
方
法
」
と
い
う
。）」
に
改
め
る
。

第
三
条
の
十
二
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
を
削
り
、
同
条
第
五
項
中
「
機
構
が
行
う
法
第
二
十
八
条
の
二
第
四
項

の
」
を
「
法
第
二
十
八
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
溶
接
を
し
た
第
三
条
の
七
に
規
定
す
る
原
子
炉
施
設
で
あ
つ

て
輸
入
し
た
も
の
の
当
該
溶
接
に
つ
い
て
」
に
改
め
、「
規
定
す
る
」
の
下
に
「
機
構
の
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条

と
す
る
。

第
三
条
の
十
三
中
「
文
部
科
学
大
臣
又
は
」
を
削
る
。

第
三
条
の
十
五
第
三
項
を
削
り
、
同
条
第
四
項
中
「
第
二
項
」
を
「
前
項
」
に
、「
副
本
二
通
」
を
「
副
本
一
通
」

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
す
る
。

第
四
条
第
四
項
を
削
り
、
同
条
第
五
項
中
「
第
三
項
」
を
「
前
項
」
に
改
め
、「
及
び
副
本
」
を
削
り
、
同
項
を
同

条
第
四
項
と
す
る
。

第
五
条
第
三
項
中
「
正
本
及
び
副
本
一
通
」
を
「
正
本
一
通
及
び
副
本
二
通
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
の
三
第
一
項
の
表
六
の
項
中
「
第
二
条
第
三
号
」
を
「
第
三
条
第
三
号
」
に
改
め
、同
表
十
の
項
中「
第

二
条
第
一
号
イ
、
第
二
号
又
は
第
三
号
」
を
「
第
三
条
第
一
号
イ
、
第
二
号
又
は
第
三
号
」
に
改
め
、
同
表
十
一
の

項
中
「
第
二
条
第
二
号
又
は
第
三
号
」
を
「
第
三
条
第
二
号
又
は
第
三
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
十
九
号
チ
中

「
第
二
条
第
一
号
イ
、
ロ
及
び
ホ
」
を
「
第
三
条
第
一
号
イ
、
ロ
及
び
ホ
」
に
改
め
る
。

第
十
五
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
第
一
項
」
を
「
前
項
」
に
、「
副
本
二
通
」
を
「
副
本
一
通
」
に
改

め
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
す
る
。

第
十
六
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
及
び
副
本
」
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
す
る
。

第
十
六
条
の
二
第
二
項
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
原
子
炉

第
十
六
条
の
十
四
第
二
項
を
削
る
。

第
十
八
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
第
一
項
」
を
「
前
項
」
に
改
め
、「
及
び
副
本
各
」
を
削
り
、
同
項

を
同
条
第
二
項
と
す
る
。

第
十
九
条
中
「
正
本
及
び
副
本
各
一
通
」
を
「
正
本
一
通
及
び
写
し
二
通
」
に
改
め
る
。

様
式
第
一
、
様
式
第
二
及
び
様
式
第
二
の
二
表
面
中「

文
部
科
学
大
臣
」

を「
原
子
力
規
制
委
員
会
」

に
改
め
る
。

様
式
第
二
の
二
裏
面
中「

経
済
産
業
大
臣
の
指
定
す
る
」

を「
原
子
力
規
制
委
員
会
の
指
定
す
る
」

に
、

「
経
済
産

業
省
令
で
定
め
る
」

を「
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
」

に
、

「
主
務
省
令
で
定
め
る
」

を「
原
子
力
規
制
委

員
会
規
則
で
定
め
る
」

に
、

「
主
務
大
臣
が
定
期
に
」

を「
原
子
力
規
制
委
員
会
が
定
期
に
」

に
、

「「
第
3
7条
第
５
項
」

と
、「
経
済
産
業
大
臣
」
と
あ
る
の
は
「
第
2
3条
第
２
項
に
規
定
す
る
主
務
大
臣
」
と
、「
経
済
産
業
省
令
」
と
あ
る
の

は
「
第

2
7条
第
１
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
」」

を「
、「
第

3
7条
第
５
項
」」

に
、

「
又
は
第

5
6条
の
３
第
６
項
」

を

「
、
第
5
6条
の
３
第
６
項
又
は
第
6
4条
の
３
第
８
項
」

に
改
め
る
。
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